
※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。

議会だより

発行/北海道和寒町議会　編集/議会広報委員会

写
真　

か
た
く
り
自
治
会

　
　
　

仲
良
し
家
族
・
林
家

第84号 2016年８月５日

p４　６月定例会 50年ぶりに建て替え～東丘浄水場～

p７　町政を問う。　一般質問に５議員が登壇

p13　Ｔｏｐｉｃ議会　～観光・ふるさと納税先進地視察～

p14　町民インタビュー聞かせて　新婚さんにクローズアップ！

大
学
生
と
意
見
を
交
換

～
三
笠
山
大
学
と
議
会
と
の
懇
談
会
～

p２
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大学生と意見を交換大学生と意見を交換

大学生と意見を交換～三笠山大学と議会との懇談会～

◇
町
税
関
係

Ｑ 

７
月
・
９
月
・
11
月
が

税
金
の
支
払
い
月
に
な
っ

て
い
る
が
、
年
金
の
支
給

月
に
合
わ
せ
て
、
８
月
・

10
月
・
12
月
等
に
な
ら
な

い
か
。

Ａ 

昔
は
納
期
限
を
細
か
く

分
け
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
十
分
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
所
管
の
総
務
福
祉
常
任

委
員
会
と
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

◇
下
水
汚
泥
堆
肥
関
係

Ｑ 

新
設
す
る
下
水
汚
泥
堆

肥
場
の
面
積
は
間
に
合
う

の
か
。

Ａ 

年
間
２
５
０
ト
ン
の
汚

泥
に
バ
ー
ク
を
混
ぜ
る
こ

と
に
な
る
が
、
計
画
に
沿

っ
て
搬
出
で
き
れ
ば
十
分

に
間
に
合
う
。

意
見
交
換

～三笠山大学と議会との懇談会～

　７月15日に、公民館恵み野ホールにおいて、

34名の参加を得て三笠山大学と町議会との懇

談会を開催しました。

　内容は、各委員会から議会活動の報告をさ

せていただき、その後参加された皆さんから

ご意見等を伺いました。

議会からはこんな報告をしました

■総務福祉常任委員会

 ○高齢者福祉住宅について
 ○ふるさと納税について

■産業教育常任委員会
 ○簡易水道施設整備事業について
 ○下水汚泥処理施設（堆肥化）

建設事業について
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大学生と意見を交換～三笠山大学と議会との懇談会～

◇
三
和
牧
場
関
係

Ｑ 

な
か
な
か
植
林
さ
れ
な

い
が
、
植
林
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
の
か
。

Ａ 
以
前
、
１
６
０
ha
ほ
ど

国
有
林
を
町
の
牧
場
と
し

て
借
り
受
け
た
。

　
　
そ
の
後
、牧
場
を
や
め
、

国
は
牧
場
の
現
状
復
帰
を

求
め
て
き
た
が
、
す
べ
て

町
で
植
林
す
る
と
な
る
と

莫
大
な
費
用
を
投
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、現
在
、

国
と
の
分

※

収
造
林
の
契
約

を
検
討
し
、
林
野
庁
と
協

議
を
し
て
い
る
。

　
※
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
内
容
の
簡
略
化
や

す
べ
て
の
ご
意
見
が
掲

載
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
容
赦
願
い
ま

す
。

　
ま
た
、
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

▲三和牧場航空写真

※分収造林とは？
　国有林の分収造林は、造林者（国以外の者）が、契

約により国有林に木を植えて一定期間育て、

成林後に分収木を販売し、その収益（販売代金）

を国と造林者とで予め契約した一定の割合で

分け合う制度。

参加者アンケート集計結果（抜粋）
●あなたの年代と性別は。

区　分 男 女 合　計 率

60代 0 1 1 3.5％

70代 8 17 25 86.2％

80代 1 2 3 10.3％

合　計 9 20 29 100.0％

●�議員に期待する役割について、どのように
お考えですか。

住民の要望を把握し、町政に反映させる 22 53.6％

町政へのチェック機能を果たす 10 24.4％

住民に町政に関する情報を伝える。 9 22.0％

そ　　　の　　　他 0 0.0％

未　　　回　　　答 0 0.0％

合　　　　　　　計 41 100.0％

※複数回答あり

●�あなたの意見は、議会に反映されていると
思いますか。

思 う 3 10.3％

思 わ な い 1 3.5％

わ か ら な い 7 24.1％

未  回  答 18 62.1％

合　計 29 100.0％
●町議会に対するご意見・ご要望など。

① 議員定数はもう少し減らしてよい。

② 一人の意見がいつのまにか多数意見のような

状況になってしまっていることがあります。

　 惑わされないように。

●議会だよりの感想・意見をお聞かせください。

① 良い。

② 色んな活動状況を丁寧に記されていますね。

③ 今しばらくは現状維持でも・・・。

参加者34人中29人回答　回答率 85.3%
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６
月
定
例
議
会
（
第
２
回
定
例
会
）
は
、
平
成
28
年
６

月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
や
補

正
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問

で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
意
見
書
５
本
を
可
決
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
13
人
で
し
た
。

６ 月 　

定 例 会

○
下
水
汚
泥
処
理
施
設
新
築

工
事
　

　
下
水
汚
泥
処
理
施
設
新

築
工
事
に
伴
い
、
１
億
１
，

８
３
６
万
８
千
円
の
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

Ｑ 

今
回
、
浄
水
場
建
設
に

あ
た
っ
て
、
国
庫
補
助
金

の
内
定
率
が
57
％
だ
っ
た

が
、大
き
な
要
因
は
何
か
。

Ａ 

こ
ち
ら
で
は
把
握
で
き

な
い
が
、
国
庫
補
助
事
業

の
た
め
、
全
国
的
に
要
望

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。

Ｑ 

浄
水
場
建
設
の
計
画
は

２
年
間
で
進
め
る
予
定
だ

っ
た
が
、
こ
の
補
助
内
定

を
受
け
て
、
今
後
ど
う
な

る
の
か
。

　
　
常
任
委
員
会
や
予
算
審

査
特
別
委
員
会
等
で
議
論

し
た
事
業
の
補
助
金
が
４

割
も
欠
け
て
し
ま
う
こ
と

は
非
常
に
残
念
に
思
う
が
。

　Ａ 

補
助
率
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
基
に
し
て
自

治
体
は
計
画
を
し
、
残
り

の
財
源
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
予
定
よ
り
も
大
幅
に
補

助
を
削
減
さ
れ
る
と
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
更
新
や

新
設
を
す
る
際
に
大
変
困

り
、
町
と
し
て
も
非
常
に

残
念
に
思
う
。

　
　
国
か
ら
は
来
年
以
降
の

補
助
の
対
応
に
つ
い
て
示

さ
れ
て
な
く
、
見
通
し
は

つ
い
て
い
な
い
。

　
　
今
年
度
で
き
る
部
分
は

進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

が
、
引
き
続
き
要
望
に
努

め
て
い
き
た
い
。

契
　
約

○
東
丘
浄
水
場
建
設

　
平
成
28
年
度
東
丘
浄
水
場

建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
に

伴
い
、
本
年
度
分
の
２
億
３
，

６
６
２
万
８
千
円
、
同
建
設

工
事
（
機
械
設
備
・
電
気
設

備
）
に
伴
い
、
本
年
度
分
の

１
億
７
３
３
万
４
０
０
円
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま

し
た
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

50
年
ぶ
り
に
建
て
替
え

東
丘
浄
水
場

質
疑
応
答

Ｑ
＆
Ａ

▲東丘浄水場建設工事風景
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補
正
予
算

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
総
額
で
約
１
，
４
１
９
万

５
千
円
の
増
額
補
正
を
し
ま

し
た
。

　
生
活
応
援
・
商
工
業
活
性

化
対
策
事
業
補
助
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
補
助

な
ど
の
補
正
を
可
決
し
ま
し

た
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
総
額
３
０
７
万
７
千
円
の

増
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

条
例
な
ど

【
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の

一
部
改
正
】（

８
名
賛
成
可
決
）

　
委
員
の
定
数
減
員
や
、
任

期
の
変
更
に
係
る
改
正
を
可

決
し
ま
し
た
。

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
審
査
申
出
の
適
用
区
分
の

見
直
し
に
係
る
改
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
】（

全
員
賛
成
可
決
）

　
賦
課
限
度
額
及
び
軽
減
判

定
所
得
の
見
直
し
に
係
る
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に

係
る
利
用
者
負
担
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
低
所
得
世
帯
の
多
子
軽
減

に
伴
う
多
子
計
算
の
年
齢
制

限
撤
廃
及
び
ひ
と
り
親
世
帯

等
の
特
例
措
置
を
拡
充
す
る

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
】

【
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
】

【
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
構
成
団
体
の
変
更
等
に
よ

る
文
言
整
理
を
可
決
し
ま
し

た
。

人
　
事

【
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
】

（
全
員
賛
成
同
意
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

あ
た
り
、
打
田
幸
江
氏
（
三

笠
）
の
再
任
を
決
定
し
ま
し

た
。
（
任
期
３
年
）

報
　
告

【
和
寒
町
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
】

　
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
和
寒
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
】

　
総
額
６
，
８
４
９
万
５
千

円
を
本
年
度
に
繰
越
す
る
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
和
寒
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
】

　
総
額
３
，
０
３
１
万
６
千

円
を
本
年
度
に
繰
越
す
る
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

【
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
左
記
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
を
可
決
し
ま
し

た
。

▲打田幸江さん

名　　　称
南宗谷線地区米穀類乾燥調製貯蔵施

設 「米工房天塩の大地」

指定管理者
北ひびき農業協同組合

代表理事組合長　西本　護

指定の期間
平成28年９月１日から

平成38年８月31日まで



第84号

2016年８月発行
6

意 見 書

平成28年度北海道最低賃金改正等
に関する意見書

提 出 者　　金谷　浩幸

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

　地域最低賃金は、「働く貧困層」の解消の

ためのセイフティネットの一つとして最も重

要である。最低賃金が上がらなければ、働く

方の生活は一層厳しいものとなり、北海道経

済の停滞を招くことにつながり兼ねない。

　よって、平成28年度の北海道最低賃金の改

正にあたり、強く要望する。

（全３項目）

給付型奨学金制度の導入・拡充と
教育費負担の軽減を求める意見書

提 出 者　　伊藤　　明

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

　不安定雇用や低賃金により、卒業しても返

済に苦しみ、「返したくても返せない」若者

が増加しており、延滞者は33万人に及んでい

る。

　若者を社会全体で応援し、急速にすすむ少

子高齢化や地方の衰退に歯止めをかけるた

め、強く要望する。

（全３項目）

公益に関わる次の５件について、議員から意見書案が提出されました。

第２回定例会において審議の結果可決され、関係行政省庁に提出されました。

道教委『新たな高校教育に関する指針』の
見直しとすべての子どもにゆたかな学びを

保障する高校教育を求める意見書

提 出 者　　伊藤　　明

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

　北海道の実情にそぐわない「新たな高校教

育に関する指針」を抜本的に見直し、地域の

意見・要望を十分反映させた新たな「高校配

置計画」「高校教育制度」を創り出していく

ことが必要なことから、意見する。

（全４項目）

地方財政の充実・強化を
求める意見書

提 出 者　　中原　浩一

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

　2017年度の政府予算、地方財政の検討にあ

たっては、国民生活を犠牲にする財政とする

のではなく、歳入・歳出を的確に見積もり、

人的サービスとしての社会保障予算の充実、

地方財政の確立をめざすことが必要であるこ

とから、意見する。

（全７項目）

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、子どもの貧困解消など教育予算確保・
拡充と就学保障の充実、「30人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善に向けた意見書

提 出 者　　伊藤　　明　　　　　採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）�　国においては義務教育費無償、義務教育費国庫負担制度の堅持、当面負担率1/2への復元など、

教育予算の確保・拡充、就学保障の充実を図るよう意見する。

　　　（全６項目）



第84号

2016年８月発行
7

一般質問

質問議員 質　　問　　事　　項　 ページ数

窪田　裕二 議員
①和寒町職員人事交流の今後は

②今後の塩狩・南丘公園周辺の活用方法は
８ページ

佐々木広行 議員
①公共施設等の周辺整備は

②指定管理者の運用は
９ページ

石田　利美 議員
①デマンドバスの土曜日・日曜日も運行しては

②保養センターの今後の考え方は
10ページ

中原　浩一 議員
①米の生産調整配分を行わないことでの本町の対応は

②ＴＰＰ対策予算での産地パワーアップ事業の考えは
11ページ

谷口　勝弘 議員

①障害者差別解消法への取り組みは

②教育日本一のビジョンは

③介護人材確保の推進は

12ページ

一
般
質
問

町政を

問う。
和寒町では１人につき60分の制限時間が設けられ、
質問の回数は無制限で行われます。

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、
執行機関（町長・教育長）に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。
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一般質問

窪
田
裕
二
議
員

問 今後の塩狩・南丘公園周辺の活用方法は
答 観光増加に向けて積極的に取り組む

問 和寒町職員人事交流の今後は
答 今後は、幅広く検討したい

和
寒
町
人
事
交
流
は

　

平
成
27
年
か
ら
２
年
間
、

地
域
振
興
の
推
進
に
係
わ

る
交
流
と
し
て
、
道
と
人

事
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
奥
山
町
長
の
考

え
の
中
で
も
人
材
教
育
は

重
要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年

度
が
最
後
の
年
と
な
る
が
、

今
後
は
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
平
成
27
年
度
は
、
２
年

の
限
定
と
し
、
人
事
交
流

と
し
て
１
名
。

　
地
域
振
興
枠
と
し
て
道

か
ら
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
年
経
過
し
て
、
道
に

派
遣
し
て
い
る
町
職
員
は
、

「
非
常
に
あ
て
に
さ
れ
て

い
る
」
と
の
事
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
和
寒
町
と
し
て

も
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど

町
職
員
も
勉
強
に
な
っ
て

お
り
、
職
員
の
人
材
育
成

の
方
法
と
し
て
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
地
域
振
興
派

遣
に
関
し
て
は
、
ひ
と
つ

の
自
治
体
が
継
続
し
て
派

遣
を
受
け
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
も
あ
り
、
町
と

し
て
は
、
職
員
の
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
、
現
行
の

組
織
や
職
員
体
制
を
考
慮

し
な
が
ら
、
相
互
交
流
の

継
続
、
あ
る
い
は
国
や
民

間
団
体
と
の
交
流
な
ど
も

含
め
、
幅
広
く
検
討
し
た

い
。

○
再
質
問

　

地
域
振
興
派
遣
で
こ
ら

れ
て
い
る
、
輿
水
参
事
に

聞
く
が
、
和
寒
町
の
今
後

の
可
能
性
や
職
場
の
感
想

を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

輿
水
参
事

　
非
常
に
町
職
員
の
方
が

一
生
懸
命
で
、
優
秀
な
職

員
が
沢
山
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
観
点
で
も

和
寒
町
の
将
来
性
は
あ
る

と
考
え
る
。

今
後
の
塩
狩
・
南
丘

公
園
周
辺
の
活
用
方

法
は

　

平
成
27
年
度
に
、
温
泉

跡
地
の
解
体
工
事
も
終
了

し
、
平
成
28
年
度
は
、「
塩

狩
・
夫
婦
岩
周
辺
整
備
検

討
委
員
会
」
が
発
足
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
限
り

小
説
「
塩
狩
峠
」
50
周
年

事
業
も
行
わ
れ
る
た
め
、

塩
狩
峠
か
ら
南
丘
周
辺
を

Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
る
。

　

和
寒
町
の
観
光
資
源
と

し
て
の
、
今
後
の
活
用
方

法
は
。

奥
山
町
長

　
町
内
外
の
８
名
の
委
員

で
構
成
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、

６
月
16
日
に
第
１
回
「
塩

狩
・
夫
婦
岩
周
辺
整
備
検

討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　
そ
こ
で
、
現
地
の
調
査

や
過
去
の
経
緯
な
ど
の
話

合
い
を
し
た
。

　
今
後
は
、
秋
ま
で
に
５

回
ほ
ど
、
会
議
を
開
き
な

▲「塩狩峠」50周年記念事業ポスター

▼整備が検討される塩狩峠広場

が
ら
検
討
し
て
行
く
。

　
ま
た
、
小
説
「
塩
狩
峠

50
周
年
」
事
業
と
し
て
、

和
寒
町
・
旭
川
市
・
上
富

良
野
町
と
の
連
携
事
業
が

開
催
さ
れ
、
町
と
し
て
は
、

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」「
塩
狩
峠

パ
ネ
ル
展
」「
朗
読
会
」

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
和
寒
町
着
地

型
観
光
推
進
協
議
会
に
よ

る
体
験
ツ
ア
ー
や
町
内
若

手
有
志
に
よ
る
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
町
お

こ
し
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
は
、

恒
例
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
観
光
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
。
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一般質問

問 指定管理者の運用は
答 取り組み結果を評価検討していく

問 公共施設等の周辺整備は
答 支障をきたすことがないよう、維持管理に努める

佐
々
木
広
行
議
員

雪
害
に
対
す
る
施
設

の
整
備
は

　
今
年
の
降
雪
量
に
つ
い

て
は
５
９
０
㎝
と
な
っ
て

い
る
が
、
平
年
で
は
８
６

５
㎝
で
あ
り
、
非
常
に
少

な
か
っ
た
も
の
で
、
融
雪

日
は
４
月
６
日
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
基
幹
産
業

の
農
業
に
つ
い
て
は
、
播

種
作
業
も
全
般
的
に
順
調

で
あ
る
と

聞
い
て
お
り
安
心
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
等
は
雪
害
に

よ
り
傷
ん
で
い
る
箇
所
が

見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
、
町
長
に

伺
う
。

奥
山
町
長

　
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
例
年
総

務
課
か
ら
施
設
の
所
管
課

に
対
し
て
、
降
雪
前
と
融

雪
後
に
施
設
等
の
状
況
確

認
に
係
る
通
知
を
行
い
、

大
雨
、
強
風
、
暴
風
雪
な

ど
の
際
に
は
、
災
害
に
備

え
る
た
め
の
施
設
の
点
検
、

見
廻
り
な
ど
を
指
示
し
て

い
る
。

　
所
管
課
で
は
、
こ
れ
ら

の
通
知
や
指
示
に
よ
り
、

適
宜
施
設
等
の
点
検
を
行

い
、
改
修
が
必
要
な
と
こ

ろ
は
対
応
し
て
い
る
。

　
町
民
が
公
共
施
設
を
利

用
す
る
際
に
、
支
障
を
き

た
す
こ
と
の
無
い
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

○
再
質
問

　
町
民
か
ら
何
年
経
っ
て

も
、
修
繕
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
各
課
で
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

広
富
副
町
長

　
雪
が
あ
る
程
度
解
け
た

段
階
で
何
回
も
見
回
り
を

す
る
が
、
見
落
と
し
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
い
っ
た
箇
所
が
あ

れ
ば
素
早
く
修
繕
す
る
よ

う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の

運
用
は

　
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
事
業
者
の
手
法
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理

に
要
す
る
経
費
を
縮
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
当
該
公
の

施
設
の
利
用
料
の
低
料
金

化
が
図
ら
れ
、
満
足
度
を

上
げ
、
よ
り
多
く
の
利
用

者
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
、

民
間
経
営
者
の
発
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
利
用

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は｢

指
定｣

に
よ
り
公
の
施
設

の
管
理
権
限
を
当
該
指
定

を
受
け
た
者
に
委
任
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
指
定
管
理
者

内
部
で
起
き
た
不
祥
事
な

ど
は
、
自
治
体
の
責
任
が

回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
町
で
は
平
成
18
年
度

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
図
っ
て
10
年
が
経

過
す
る
時
期
に
来
て
お
り
、

各
指
定
管
理
者
の
実
態
を

検
証
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
。奥

山
町
長

　
本
町
で
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
５

件
の
指
定
管
理
を
進
め
て

き
た
。

　
毎
年
度
、
指
定
管
理
者

か
ら
実
績
報
告
の
提
出
を

求
め
、
収
支
の
状
況
や
管

理
業
務
の
実
施
状
況
、
施

設
の
利
用
状
況
な
ど
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
、
定
期

的
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
指
定
期
間
の
終
了
前
に

は
、
い
ま
ま
で
の
取
り
組

み
結
果
を
評
価
、
検
証
し

て
い
る
。

　
今
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
適
切
な
維
持
管

理
、
経
費
の
縮
減
の
観
点

な
ど
か
ら
、
指
定
管
理
者

の
運
営
状
況
を
十
分
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
新
た

な
管
理
者
の
指
定
を
検
討

す
る
ほ
か
、
現
在
直
営
や

業
務
委
託
に
よ
り
管
理
を

行
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
制
度
導
入

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

○
再
質
問

　
平
成
20
年
か
ら
社
協
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
た
芳

生
苑
に
つ
い
て
、
色
々
と

不
祥
事
が
発
生
し
た
が
、

今
後
の
対
応
は
。

奥
山
町
長

　
高
齢
者
施
設
支
援
課
を

設
置
し
、
社
協
へ
職
員
を

派
遣
し
て
適
切
な
運
営
に

努
め
て
い
く
。

　
芳
生
苑
の
入
所
者
や
ご

家
族
の
方
々
に
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
に
環
境
を
整

え
、
理
事
者
と
相
談
し
な

が
ら
運
営
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

▲カントリーエレベーター
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一般質問

石
田
利
美
議
員

問 保養センターの今後の考え方は
答 今の建物をしばらく使っていく

問 デマンドバスの土曜日・日曜日運行をしては
答 利用者に対してアンケートを実施していく

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
土
・

日
運
行
を
し
て
は

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行

し
て
、
町
民
の
声
、
現
場

の
声
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
の
デ
ー
タ
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
和
寒
町
の
地
域

の
交
通
弱
者
の
利
便
性
を

考
え
て
土
・
日
も
運
行
し

て
、
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
を

図
っ
て
は
。

奥
山
町
長

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
バ

ス
の
停
留
所
か
ら
遠
い

方
々
へ
の
対
応
や
、
交
通

手
段
の
持
た
な
い
方
々
へ

の
足
の
確
保
な
ど
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、

全
路
線
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
運
行
を
開
始
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、
自
宅

前
で
乗
降
で
き
、
大
変
便

利
で
乗
車
時
間
が
短
く
て

快
適
と
の
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
前

の
平
成
25
年
と
比
較
し

て
、
乗
車
人
数
は
、
延
べ

２
０
８
人
の
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
お

で
か
け
ハ
イ
ヤ
ー
支
援
事

業
を
開
始
し
た
こ
と
も
一

つ
の
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
運
行
便
数
は
、
予
約
者

が
い
る
場
合
の
み
運
行

す
る
た
め
、
前
年
対
比

７
３
８
便
が
運
行
中
止
と

な
り
空
車
便
対
策
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　
走
行
距
離
は
、
運
行
便

数
の
減
少
と
予
約
者
の
自

宅
付
近
で
の
乗
降
に
よ
り

３
５
，
５
３
２
㎞
の
走
行

距
離
が
減
少
し
、
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
運
行
車
両
は
、
ワ
ゴ
ン

車
の
運
行
が
89
％
と
な
り
、

小
型
車
両
の
導
入
に
よ
っ

て
自
宅
側
で
の
降
車
に
よ

る
安
全
性
の
確
保
と
省
力

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
土
・
日
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
バ
ス
利
用

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
。

中
学
生
の
通
学
運
賃

の
無
料
化
は

沓
澤
教
育
長

　
通
学
費
補
助
は
、
和
寒

町
遠
距
離
通
学
児
童
、
生

徒
の
通
学
費
補
助
条
例
、

同
規
則
に
対
応
し
て
い
る
。

　
通
学
費
の
補
助
対
象
者

は
、
児
童
に
あ
っ
て
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き

な
い
１
・
５
㎞
以
上
の
者
、

生
徒
に
あ
っ
て
は
６
㎞
以

上
の
者
に
補
助
し
て
い
る
。

奥
山
町
長

　
実
際
に
６
㎞
以
上
の
中

学
生
に
は
、
通
学
費
以
外

に
加
算
金
が
あ
り
、
全
体

を
無
料
に
す
る
と
、
そ
の

部
分
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　
６
㎞
未
満
の
生
徒
に
ど

う
す
る
か
、
２
段
階
に
す

る
の
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
た
め
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

保
養
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
考
え
方
は

　
第
５
次
和
寒
町
総
合
計

画
の
後
期
推
進
計
画
に
事

業
費
の
計
上
が
な
い
が
、

保
養
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
を
含
む
、
多
目
的
な
保

養
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
現
在
の
保
養
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
23
年
に
ボ
イ
ラ

ー
を
取
り
換
え
て
お
り
、

当
面
の
間
は
、
必
要
な
修

繕
を
し
な
が
ら
施
設
を
有

効
活
用
し
て
い
く
。

○
再
質
問

　
耐
震
・
配
管
・
冬
の
寒

さ
等
々
、
と
て
も
危
険
を

感
じ
て
い
る
が
。

奥
山
町
長

　
ま
だ
ま
だ
、
丁
寧
に
使

え
ば
使
え
る
施
設
か
な
と

思
っ
て
い
る
。

　
和
寒
町
の
公
衆
浴
場
の

考
え
方
と
し
て
は
、
今
の

建
物
を
し
ば
ら
く
大
事
に

使
い
、
そ
の
間
に
必
要
性

等
々
に
つ
い
て
議
論
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

▲保養センターボイラー室
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一般質問

中
原
浩
一
議
員

問 米の生産調整配分を行わないことでの本町の対応は
答 今後も、農業者に対する必要な支援に努める

問 ＴＰＰ対策予算での産地パワーアップ事業の考えは
答 計画の作成には至っていないが、本町における取り組みを検討

直
接
支
払
交
付
金
の

廃
止
後
は

　

平
成
30
年
度
よ
り
国
は

米
の
生
産
調
整
配
分
を
行

わ
な
い
こ
と
で
の
本
町
の

今
後
の
対
応
は
。

奥
山
町
長

　
平
成
22
年
産
か
ら
の
米

の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
産
に

は
10
ア
ー
ル
当
た
り
７
，

５
０
０
円
に
半
減
と
な
り
、

平
成
30
年
産
米
か
ら
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
の
減
額
の

際
に
は
、
産
地
交
付
金
の

充
実
に
よ
り
、
農
業
者
の

所
得
確
保
が
図
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
飼
料
用

米
、
加
工
用
米
が
増
え
て

米
の
生
産
が
減
る
と
価
格

が
上
が
り
、
米
の
生
産
を

増
や
す
と
価
格
が
下
が
る

と
い
う
不
安
定
な
状
況
と

な
り
、
農
業
者
に
は
今
後

の
米
生
産
に
対
す
る
懸
念

が
拡
が
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
農
業
経
営

力
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
、

農
業
経
営
の
安
定
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
て
き
た

が
、
先
送
り
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
関
連
法
案
な
ど
、
国
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
農
業
者
に
対

す
る
必
要
な
支
援
に
努
め

な
が
ら
、
安
定
的
な
農
業

経
営
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
む
。

○
再
質
問

　

産
地
資
金
は
、
和
寒
町

に
２
億
９
，
２
９
０
万
円

ほ
ど
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

麦
、
大
豆
な
ど
国
の
振

興
作
物
以
外
の
キ
ャ
ベ
ツ
、

南
瓜
、
雑
豆
な
ど
に
町
独

自
の
交
付
単
価
を
設
け
て

支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
農

水
省
は
地
域
産
地
資
金
な

ど
を
減
ら
し
、
麦
、
大
豆
、

飼
料
用
米
等
の
振
興
作
物

へ
の
水
田
活
用
交
付
金
は

増
や
し
て
い
く
と
の
こ
と

か
ら
、
麦
、
大
豆
、
飼
料

用
米
な
ど
の
振
興
を
き
ち

っ
と
施
策
と
し
て
和
寒
町

に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
が
。

奥
山
町
長

　
麦
、
大
豆
に
つ
い
て
は

大
規
模
化
に
伴
っ
て
機
械

化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

和
寒
町
が
進
め
て
き
た
南

瓜
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
こ
の
ま

ま
や
っ
て
い
け
る
か
と
い

う
不
安
も
持
っ
て
い
る
。

　
麦
は
春
先
に
協
議
し
た

カ
ン
ト
リ
ー
の
話
も
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
情

報
交
換
、
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
農
家
の
方
々
が
安

定
し
て
農
業
が
経
営
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る

観
点
で
や
っ
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
予
算
で

の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
の
考
え
は

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
予
算
で
の

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

と
し
て
、
平
成
27
年
度
補

正
予
算
額
５
０
５
億
円
は
、

地
域
の
営
農
戦
略
と
し
て

定
め
た
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
計
画
に
基
づ
き
、
意
欲

あ
る
農
業
者
等
が
高
収
益

な
作
物
、
栽
培
体
系
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
の
取
組

を
す
べ
て
の
農
作
物
を
対

象
と
し
て
、
総
合
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
基
金
化
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
都
道
府
県
単

位
で
の
方
針
を
決
め
て
そ

れ
に
沿
っ
て
事
業
化
す
る

こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
者
等
が
申

請
す
る
に
あ
た
り
、
地
域

農
業
再
生
協
議
会
が
産
地

の
収
益
力
を
強
化
す
る
計

画
の
策
定
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
事
業
に
対
し
て
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

協
議
会
で
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
農
業
の
国
際
競
争
力
の

強
化
を
図
る
た
め
、
産
地

が
地
域
の
営
農
戦
略
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
生
産
、

出
荷
コ
ス
ト
の
10
％
以
上

低
減
や
、
販
売
額
の
10
％

以
上
向
上
な
ど
の
政
策
目

標
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

総
合
的
に
支
援
す
る
目
的

で
制
度
化
さ
れ
た
事
業
で

あ
る
。

　
北
海
道
の
基
本
方
針
で

は
、
省
力
化
生
産
の
推
進

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
園
芸

施
設
導
入
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
低
減
の
推
進
な
ど
、

５
項
目
を
重
点
的
に
支
援

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
道
の
方
針
の

も
と
、
地
域
農
業
再
生
協

議
会
が
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
計
画
を
作
成
し
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
が
補

助
の
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
、
現
段
階
で

計
画
の
作
成
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
農
業

者
の
方
々
へ
の
説
明
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
の

聴
取
の
ほ
か
、
農
業
関
係

団
体
と
も
協
議
し
、
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。
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一般質問

障
害
者
差
別
解
消
法

の
実
効
性
の
あ
る
具

体
的
な
啓
発
活
動
は

　
全
て
の
国
民
が
、
障
が

い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
た
。

　
和
寒
町
は
、
具
体
的
な

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
こ
の
法
律
で
は
、
差
別

を
解
消
す
る
た
め
の
措
置

と
し
て
、
国
や
公
共
団
体

の
ほ
か
、
事
業
者
に
対
し

て
も
不
当
な
差
別
的
取
り

扱
い
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
の
権
利
や

利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
と

な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
的

障
壁
を
除
去
す
る
た
め
に
、

「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供

を
求
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
期
に「
対
応
要
領
」

を
策
定
し
て
対
応
し
た
い
。

○
再
質
問

　「
対
応
要
領
」
が
単
な

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
し

ま
わ
な
い
か
。

奥
山
町
長

　
自
治
体
の
職
員
は
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
し
っ
か
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
合
理
的
配
慮
」

の
考
え
方
、
そ
う
い
う
精

神
が
社
会
全
体
に
、
根
付

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
る
。

　「
対
応
要
領
」
の
策
定

を
通
し
て
、
職
員
全
体
の

心
構
え
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
再
質
問

　
障
が
い
者
及
び
家
族
も

含
め
た
「
対
応
要
領
」
策

定
と
、
町
民
へ
の
啓
発
活

動
は
。

辻
保
健
福
祉
課
長

　「
対
応
要
領
」
は
、
介

護
福
祉
検
討
委
員
会
の
中

で
も
、
意
見
を
聞
き
な
が

ら
策
定
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
そ
の
過
程
が
職

員
み
ん
な
で
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
機
会
だ

と
考
え
て
い
る
。

教
育
日
本
一
の
ビ
ジ

ョ
ン
は

　
選
挙
公
約
で
掲
げ
た

「
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
・

日
本
一
の
教
育
環
境
、
人

材
育
成
」
の
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
は
。

奥
山
町
長

　
将
来
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
学
習

環
境
や
、
人
材
育
成
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
将
来
和
寒

町
が
、
第
三
者
か
ら
日
本

一
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

○
再
質
問

　
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の
プ
ロ

セ
ス
は
。

奥
山
町
長

　
目
標
は
掲
げ
た
が
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ

る
と
い
う
話
は
ど
こ
で
も

し
て
い
な
い
。

　
一
概
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

っ
て
、
こ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
人
材
確
保
は

　
本
年
４
月
か
ら
、
介
護

従
事
者
等
確
保
推
進
事
業

が
始
ま
り
、
介
護
人
材
確

保
に
対
し
て
一
歩
進
ん
だ

が
、
さ
ら
に
推
し
進
ん
だ

考
え
は
。

奥
山
町
長

　
こ
れ
ら
の
事
業
で
対
策

が
十
分
だ
と
は
考
え
て
な

い
が
、
こ
の
事
業
の
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

介
護
予
防
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
、
町
内
関
係
者
か

ら
も
意
見
を
聞
い
て
、
必

要
な
対
策
を
検
討
し
た
い
。

○
再
質
問

　
例
え
ば
、
介
護
職
に
対

し
て
賃
金
を
上
乗
せ
す
る

だ
と
か
、
減
税
・
免
税
な

ど
を
行
う
、
と
い
う
よ
う

な
考
え
は
。

広
富
副
町
長

　
そ
れ
し
か
方
法
が
な
い

の
か
、
と
言
う
様
な
こ
と

を
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
事
業
者
の
方
々
や
現
場

の
意
見
と
し
て
、
そ
う
い

う
話
を
フ
ラ
ン
ク
に
で
き

る
場
を
十
分
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

谷
口
勝
弘
議
員

問 教育日本一のビジョンは
答 ビジョンを具体的に作る考えはない

問 障害者差別解消法への取り組みは
答 早期に対応要領を策定
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調
査
・
研
究

観
光
事
業
を
視
察

●
視
察
の
経
緯

　
当
町
に
お
け
る
観
光
事
業

の
推
進
に
向
け
て
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
視
察
す
る
こ

と
に
よ
り
研
鑽
を
深
め
る
。

　
７
月
６
日
、
夕
張
郡
由
仁

町
の
「
観
光
事
業
の
取
り
組

み
状
況
」
の
視
察
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
由
仁
町
は
平
成
21
年
に

「
や
っ
ぱ
り
由
仁
の
も
の
が

い
い
条
例
」
を
策
定
し
た
。

　
内
容
は
、
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
る
ほ
か
、
27
年
度

に
は
観
光
動
画
を
制
作
し
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
配
信
し

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
フ
リ

ー
マ
ガ
ジ
ン
、
近
隣
４
町
共

同
Ｔ
Ｖ
番
組
の
制
作
等
に
取

り
組
み
、
年
間
約
60
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
視
察

●
視
察
の
経
緯

　
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

が
伸
び
て
き
て
い
る
中
、
寄

付
額
が
大
き
い
先
進
地
を
視

察
し
、
今
後
の
運
営
等
に
向

け
て
研
鑽
を
深
め
る
。

　　
７
月
６
日
、
夕
張
郡
栗
山

町
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
状
況
」
の
視
察
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
栗
山
町
は
平
成
24
年
度

か
ら
返
礼
品
を
開
始
し
、

平
成
27
年
度
決
算
で
は
約

１
億
３
，
８
０
０
万
円
の
寄

付
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
返
礼
品
目
数
の
追
加
や
年

度
内
の
寄
付
回
数
制
限
の
撤

廃
な
ど
が
寄
付
増
額
に
寄
与

し
て
お
り
、
返
礼
品
と
し
て

は
メ
ロ
ン
が
と
て
も
人
気
が

あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。全

道
町
村
議
会
議
員

�

研
修
会
に
参
加

　
７
月
５
日
に
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
全
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
立
正
大
学
客
員
教
授
の
高

野
誠
鮮
氏
よ
り
「
ひ
と
を
動

か
し
、
ま
ち
を
動
か
す
」
と

題
し
た
講
演
を
受
け
た
後

に
、
東
京
新
聞
・
中
日
新
聞

論
説
副
主
幹
の
長
谷
川
幸
洋

氏
よ
り
「
日
本
の
行
方
～
政

局
・
政
治
展
望
」
と
題
し
た

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

▲全道議員研修会の様子

▲由仁町庁舎内での研修

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ 

議 

会

【
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
に
つ
い
て
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
特
別
交

付
税
及
び
各
交
付
金
等
の
増

額
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
等

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
臨
時
福
祉
給
付
金
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
と
し
て
、
総
額

80
万
円
の
増
額
補
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

４
月
25
日
開
催

 

第
３
回
町
議
会

臨　

時　

会

９月 です　議会を傍聴してみませんか？
　議会の傍聴は、傍聴者受付簿にお名前と住所を記入していただくだけで、面倒な手続きは必要な
く、どなたでも傍聴できます。
　皆様の暮らしや、より良い町づくりを議会とともに考えてみませんか？みなさんのお越しをお待
ちしております。� 詳しくは議会事務局へ　TEL�32-2436

次回の定
例会は
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聞
てかせ

 

84
号
の
一
面
は
、
三
笠

山
大
学
と
の
懇
談
会
。

 

今
、
大
学
の
悩
み
は
、

２
年
間
入
学
生
が
い
な
い

こ
と
。

 

平
成
４
年
に
開
校
し
、

卒
業
生
は
本
科
３
４
３

人
・
大
学
院
２
０
９
人
に

も
及
ぶ
が
、
現
在
在
学
生

は
52
名
。

 

大
学
院
終
了
後
は
、
笑

涯(

生
涯)

研
修
生
と
し

て
、
何
年
で
も
在
学
を
可

能
と
し
た
。

 

月
に
１
回
の
開
催
で
主

な
内
容
は
、
小
学
生
と
の

交
流
会
、
下
川
・
風
連
・

剣
淵
と
の
４
町
交
流
会
、

修
学
旅
行
、
芸
術
鑑
賞
な

ど
。

 

今
後
は
パ
ソ
コ
ン
の
授

業
も
行
え
れ
ば
と
の
こ

と
。

 

さ
ら
に
、
４
つ
の
ク
ラ

ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。

 

途
中
か
ら
の
入
学
も
可

能
と
の
こ
と
。

 

働
き
な
が
ら
で
も
、
交

友
の
場
を
広
げ
て
い
た
だ

き
、『
元
気
な
わ
っ
さ
む
』

を
発
信
し
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。（
美
恵
）

　
今
回
は
、
昨
年
結
婚
さ

れ
、
か
た
く
り
自
治
会
に
お

住
ま
い
の
梶
原
三み

亀き

博ひ
ろ

さ
ん

（
23
才
）
の
妻
、
た
ま
き
さ

ん
（
25
才
）
に
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
ま
き
さ
ん
は
弟
子
屈
町

出
身
で
す
が
、
和
寒
町
は
ど

う
で
す
か
？ 

　

和
寒
町
に
来
た
き
っ
か
け

は
、農
業
実
習
体
験
で
し
た
。

　

親
が
農
家
を
し
て
い
た
訳

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
何
か
自
分
探
し
を
し
て

い
た
時
、
６
ヶ
月
間
の
農
業

体
験
の
募
集
を
目
に
し
て
応

募
し
ま
し
た
。

　

来
町
し
て
、
半
年
間
は
農

業
実
習
。

　

そ
こ
で
、
農
家
の
大
変
さ

や
野
菜
の
美
味
し
さ
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

特
に
感
動
し
た
の
が
「
人

の
優
し
さ
」
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
結
婚
も
し

て
こ
ど
も
も
授
か
り
、
今
現

在
も
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。結

婚
し
て
（
こ
ど
も
が
出

来
て
）
気
づ
く
こ
と
あ
る
？

　

「
親
の
偉
大
さ
」
で
す
ね
。

私
自
身
が
、
親
に
守
ら
れ
て

い
た
ん
だ
な
と
改
め
て
気
づ

き
ま
し
た
。

父
母
は
喜
ん
だ
？

　

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

実
家
が
遠
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
頻
繁
に
会
え
な
い
の
で

写
メ
や
電
話
で
の
成
長
報
告

が
、
と
に
か
く
楽
し
み
の
様

で
す
よ
～
。（
笑
）

二
人
は
、
若
く
し
て
結
婚

し
て
い
る
け
ど
不
安
は
な

い
？

　

お
金
は
無
い
け
ど
、
夫
も

育
児
を
積
極
的
に
手
伝
っ
て

く
れ
る
し
、
私
た
ち
の
親
や

周
り
の
人
も
力
に
な
っ
て
く

れ
る
の
で
、
心
強
い
し
と
て

も
幸
せ
で
す
。

子
育
て
世
代
と
し
て
和
寒

町
に
お
願
い
は
あ
る
？

　

和
寒
町
は
、
補
助
的
な
事

も
含
め
て
す
ご
く
充
実
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
医
療
費

が
無
料
な
ど
・
・
・
。

　

最
近
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使

う
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
道

路
の
段
差
が
あ
ま
り
無
い
こ

と
や
、
ス
ロ
ー
プ
が
付
い
て

い
る
な
ど
、
今
ま
で
気
に
し

な
か
っ
た
事
が
今
に
な
っ
て

あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。

　

和
寒
町
に
は
、
さ
り
げ
な

く
あ
り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
が

沢
山
あ
る
の
で
と
て
も
嬉
し

い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

　

親
子
で
町
の
行
事
や
講
座

な
ど
に
参
加
を
し
た
り
、
積

極
的
に
外
に
出
て
、
娘
の
寿こ

と

乃の

に
様
々
な
興
味
を
引
き
出

し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
一
番
は
、
家
族
で

協
力
し
合
い
こ
れ
か
ら
い
つ

ま
で
も
仲
良
く
楽
し
く
生
活

し
て
い
き
た
い
で
す
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

▲（左から：三亀博さん、寿乃ちゃん、たまきさん）


